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中国北方方言母語話者における促音知覚について
一後続子音の帯気性を中心lこー
辛穎
日本語音声の特徴である拍感覚に関連する長音や促音は、外国人日本語学習者にと
って、その習得が困難であることが日本語教育者によって指摘されている。現在、外
国人日本語学習者の母語は多岐にわたっているが、この問題は特定の母語話者に限っ
たものでなく、多くの日本語学習者にとって共通の問題点になっている。
近年、促音に関する研究が多くあるが、生成面に集中しており、知覚についての研
究は多くない。そのうち、中国人日本語学習者に対する促音知覚に関する研究は内田
(1993）、西端（1993）などがあり、それらには閉鎖持続時間、先行母音の長さ、アク
セント型などの要因の影響が検証された。しかし、子音の有気・無気が弁別的特徴と
して機能する中国語を母語とする学習者の場合、閉鎖持続部分に後続する子音（以下、
後続子音）の音声的特徴と促音の知覚との関係が見出される可能性があると関（1987)
で指摘されているが、まだ検証されていない。
そこで、本研究では、閉鎖持続時間、アクセント型、後続子音の種類、後続子音の
帯気性を変数とする場合、有気・無気を弁別的特徴としている中国北方方言l母語話者
における促音知覚にどのような影響が見られるかについて考察する。
2.先行研究と問題点
まず、日本語学習者における促音知覚に関する研究を概観する。
皆川 （1996）は、異なる言語を母語とする日本語学習者間の違いを比較することを
目的として促音知覚実験を行ったところ、アクセント型が平板型である場合、促音を
脱落して知覚する傾向があり、 ／k／はIP/,It Iに比べて判断境界値が短い、というよ
うにアクセント型要因と子音種要因の影響が確認された。また、洪（2012）は同じ促
音判断率に到達するために、アクセントが平板型の刺激音ではより長い閉鎖持続時間
が必要であるとしている。
平藤 ・渡部（1987）は発話速度に応じて、促音の判断境界は庖線的に上昇すること
を確認した。また、それに関連して調査したところ、第2音節の母音の持続時間は促
音の知覚に特に影響を与えなかったので、促音の判断における発話速度の要因に関し
1中国語を母語とする日本語学習者については、従来、ほとんどの場合、中国の北方方言のうちの普通
話の母語話者等を対象に研究が行われてきた。現代中国語方言は、 主に音韻的鞘数を基準に、七つの
主要グループに分類される。北方方言 （通称、官話語、現代における標準中国語である普通話の基礎と
なった）、呉方言、韻方言、湘方言、客家方言、毎方言、聞方言に大別されている（王1999）。北方
方言はさらに4大下位方言、華北東北方言、西北方言、西南方言、江准方言に区分されるが、本研究
は東北方言の母語話者を対象とする。
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ては、主に第1音節の母音、つまり、促音の先行母音の持続時間が判断に影響を与え
るのだとした。また、内田（1993）は日本語母語話者、北京語を母語とする中国人初
級学習者・中国人上級学習者4名ずつを対象に先行母音長と閉鎖持続時間の要因を調
べた。その結果として、発話速度の点では、速い発音や過度のゆっくりした発音は、
全般的に促音の判断の暖昧さを増大することを確認し、先行母音の伸縮が促音の判断
の安定性に影響を与えることを示した。
また、西端（1993）では、北京語を母語とする中国人学習者10名による促音の聞き
取り調査の結果、閉鎖持続時間、アクセント型要因及び後続子音要因が以下のように
影響することが確認された。
(1)アクセント型については、中国語母語話者、日本語母語話者と共に、平板型のア
クセントの方が、頭高型のアクセントよりも短い閉鎖持続時間で促音と知覚され
ている。
(2）後続子音が促音知覚に与える影響については、後続子音の種類により日本語母語
話者、中国語母語話者の両方において、判断境界が異なることが確認され、 ／k/
が閉鎖持続時間に後続した場合には、ほかの2子音が閉鎖持続時間部分に後続し
た場合よりも、短い閉鎖持続時間で促音が知覚されている。他の2つの子音聞に
は差は見られなかったO
(3）閉鎖持続時間の要因については、中国語母語話者間の判断境界は、日本語母語話
者のそれよりもかなりばらつきが大きいことと閉鎖持続時間を変数にした釦時
知覚を行っておらず、ほかの何らかを手がかりに促音であるかどうかを判断して
いることになるとした。
その手がかりのーっとして後続子音の音声的特徴が考えられる。
関（1987）は、韓国語母語話者は拍の持続時間よりも促音に後続する子音の音声的
特徴を手がかりにしていることが窺われたと述べている。その特徴は、「韓国語母語話
者が日本語の語中の無声破裂音［p］・［t］・［k］を韓国語の［p’］・［ t ’］・［k’］で代用
する傾向と深く関係しているようjであるとされている。関（1987）の実験では、音
声的特徴が具体的にどのようなもので、あったかを明らかにするには至っていないが、
「日本語の促音に後続する／p,t,k／が、語頭や語中の／p,t,k／に比べると帯気性が弱く、
喉頭の緊張が強い」ことに触れ、後続子音の有気・無気が促音の知覚に影響を及ぼし
ている可能性があることを示唆している。韓国語は、日本語のような有声・無声では
なく、有気・無気が弁別的特徴としてあるという点においては、中国語と共通してい
る。朱（1994）によると、中国語母語話者と日本語母語話者は、子音の音韻のカテゴ
リーが異なっている。中国語の子音には有気音と無気音の対立があり、日本語の場合
は無声子音と有声子音の対立がある。このことが中国語母語話者の促音の知覚にも当
てはまることであるかどうかを明らかにする必要あると考えられる。
これまで、の先行研究で明らかになったように、学習者は閉鎖持続時間以外に、ほか
の手がかりも使って促音を判断している。その手掛かりとして、アクセント型（皆川
1996、西端1993、洪2012）・先行母音の長さ（渡部・平藤1987、内田 1993）・後続子
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音種（皆川 1996、西端1993、洪2012）などの要因が挙げられている。しかし、後続
子音の音声的特徴も要因と して促音の判断に影響を及ぼす可能性があると推測される
が、まだ検証されていない。
3.研究目的
前項で言及した論考は異なる言語を母語とする学習者における促音の知覚をそれぞ
れの視点から捉えたものであり、中国人北方方言母語話者における全ての側面を網羅
しているわけで、はない。そのため、本研究では、閉鎖持続時間、アクセント型、後続
子音の種類のそれぞれが中国北方方言母語話者の促音知覚に影響を与えるかどうかを
確認する。さらに、母語に有気 ・無気が弁別的特徴を持つ中国北方方言母語話者にと
って、後続子音の帯気性は促音知覚に影響を与えるかどうか、また、後続子音の帯気
性がアクセント型と後続子音の種類のそれぞれの聞に促音知覚における相互作用があ
るかどうかを明らかにする。
一般に促音に後続する子音は有気音となることはないが（強調して発音される場合
には有気音となることもある）、中国北方方言話者にとっては有気／無気は敏感にとら
えられるカテゴリー 的知覚上の差異であるため、実験条件として特に加えた。
4.研究方法
本研究の方法と しては合成音を用いて聴取実験を行う。具体的に、アクセント型 ・
後続子音の種類（以下、後続子音種） ・後続子音の帯気性（以下、帯気性）などの要因
を考慮し、日本語促音の閉鎖持続時間の長さをパラメータとして変化させた合成音を、
中国北方方言を母語とする日本語学習者に提示し、非促音語か促音語かを判断しても
らうという聞き取り実験で、促音知覚の特徴を調査してし、く。
4.1実験概要
4.1.1刺激音の作成
刺激音の録音は首都大学東京の音声実験室で行われた。
音声は日本語音声教育に携わり、アナウンサー訓練を受けたことがある中国語がで
きる男性でモーラ方言の日本語母語話者1名が発音したものを使用した。刺激音声を
作成するにあたって、以下の点を考慮した。
1) 帯気性（有気 ・無気）の影響を見ることを主な目的とするため、後続子音を破
裂音に限定した。
2）被験者の負担を勘案し、先行母音と後続子音に後続する母音は／a／のみに限定
した。
3) 後続子音を有気音と無気音の2タイプを設けた。明瞭な有気音また無気音を収
録するために、子音を単独で発音してもらった。また、先行母音を単独で発音
してもらい、有気（yで表記する） ・無気（mで、表記する）の2タイプの後続
子音と組み合わせた。
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4) アクセントによる促音の知覚の差異について調べるために、 同一の2音節語の
頭高型（aで表記する）と平板型（hで表記する）の2種類の音声を刺激音声
として用いた。
5) 先行母音の長さは学習者の促音の知覚に影響を及ぼす要因の一つに考えられ
ているため、全ての刺激語の先行母音の有声部分を波形の周期に合わせて 120
msに統ーした。
6) 一つの2音節語ごとに、閉鎖持続時間の長さを、音声ソフト Praat2を用い、60ms
から 240msまで、 20msずつ増加させ、 10段階の長さに調整した。
従って、刺激音は後続子音種3種×帯気性2種×アクセント型2種×10段階の 120
個である。（表1参照）。
表1 聴取実験の刺激音の構成と表記
先行母音
閉鎖持続時間 後続子音 後続子音の帯気性 アクセント型
表記
(10段階） (3種類） (2種類） (2種類）
有気
平板型 k-yh 
/kl 
頭高型 k ya 
平板型 k-mh 
鉦気
頭高型 k-ma 
有気
平板型 t-yh 
/a/ 60ms～240ms /t/ 
頭高型 t-ya 
平板型 t-mh 
事E気
頭高型 t-ma 
有気
平板型 p yh 
/p/ 
頭高型 p-ya 
鑑気
平板型 p一吋1
頭高型 p-ma 
4.1.2被験者と実験手続き
被験者は牡丹江師範学院で日本語を専攻している北方方言母語話者である。女性39
名、男性5名、計44名である。全員が日本語学習歴4ヶ月である。
実験は2013年2月下旬に、牡丹江師範学院外国語学院の学習室で、行った。本実験に
入る前に、実験方法を説明した上で、本実験の音声とは別の音声を用いた5聞の練習
問題を試行した。実験開始後、刺激音を流し、被験者に各刺激音に対して判断を行っ
てもらったO 回答方法は促音か非促音かの強制二分法とした。
音声に対する第一印象を把握するため、刺激語を一回だけ提示し、 二つの刺激語の
2オランダ・アムステルダム大学の研究者が開発 ・公開している音声研究用のフリーウェア。
http://www. fan.hum. uva.nl/praat/ 
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聞に5秒ポーズを置き、五つの刺激語ご、とに一つのダミーを入れた。40問ごとに3分
ほどの休憩をとった。聴取実験は休憩時間を含めて20分ほどで、あった。
4.2データの処理
以上の手続きにより得られた被験者の回答を分析するために、次の要領でデータを
処理した。まず、 120（後続子音種3種×帯気性2種×アクセント型2種×10段階）
個の各刺激音に対してそれぞれ44の判断があるが、そのうち促音語に判断された割合
を算出し、これを促音判断率とした。この促音判断率を用い、各要因は学習者の知覚
に与える影響を分析する。また、 12種の刺激語（後続子音種3種×帯気性2種×アク
セント型2種）の各系列に、 10段階の中で、最後に非促音語と判断された閉鎖持続時
間と、最初に促音語と判断された閉鎖持続時間との中間の時間を算出し、これを判断
境界1m:とした。ここで、判断境界値を従属変数として、後続子音種×帯気性×アクセ
ント型の3要因分散分析を行ったO
5.実験の結果
120個の刺激音の促音判断率を表2に示す。
表2 12系列の促音判断率及び判断境界
I~ 判断境界値60ms 80ms 10臼ns 12白ns 140ms 160ms 180ms 20白ns 22白ns 240ms の平均値
k-hm 19% 5首 4似 58略 81出 98首 95略 97出 86唱 91出 116.臼ns
k-hy 12% 35首 53百 7側 77出 97首 95略 91出 97略 88唱 106. 7ms 
k一釧 21出 16% 49% 77目 65唱 77百 91略 95唱 95出 91出 114. 7ms 
k ay 16% 51百 23同 79略 65覧 93百 93略 81略 98% gg首 110. 9ms 
t-hm 7弛 9出 30% 56% 6側 72首 79略 97出 95出 93覧 129. 5ms 
t-hy 23出 33首 58出 74% 81拡 93出 88悦 98弛 93拡 93出 103. Oms 
t-am 7出 19% 28出 37略 58出 72出 79唱 81略 77覧 93首 139. 8ms 
t ay 23出 37出 74＇百 67略 91出 93% 93% 93% 95覧 81出 10. 2ms 
p hm 23百 16首 3CY';i, 7＇.日 44覧 56＇百 8-t出 8-t判 79世 88出 151. 9ms 
p hy 14＇出 16同 1鍬 67出 6切4 88出 67覧 86% 98判 98同 127. 2ms 
P ・am 21百 33首 1鍬 74＇出 63略 88判 93略 98出 91出 93拡 115. 6ms 
p-ay 21百 35百 21百 42時 42% 4切6 81略 93略 93覧 gg首 135. 6ms 
表2を横に見て行くと分かるように、学習者の促音の判断率は閉鎖持続時間が長く
3判断境界値は、 病 （2010）を参考に「240（最大の閉鎖持続時間） +10 20×促音と判断した数」とし、
う数式で求めた。
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なるにつれ、高くなるとしづ傾向が見られた。このように、母語にモーラ単位がない
中国北方方言母語話者で、あっても、促音の知覚にはやはり閉鎖持続時間に依存してい
るとし、える。しかし、縦に見ると、アクセント型、後続子音種、帯気↑生別に促音判断
率の差が大きいことが観察される。
そこで、 120個の刺激音の促音判断率の差及び12系列の判断境界の平均値から、ア
クセント型、後続子音種、そして帯気性のそれぞれが促音知覚に与える影響を検討し
ていく。
5.1アクセント型による結果
アクセント型の影響について検討するために、表1に基づき、後続子音種と帯気性
別にアクセント型（平板型・頭高型）による促音判断率の差を同一閉鎖持続時間長ご
とに計算し、図1に示した。差が0より大きければ、頭高型における促音判断率が平
板型における促音判断率より高いこと、逆に、差が0より小さければ、平板型におけ
る促音判断率のほうが高いことを意味している。
0.8 
0.6 
02 
ロ
。.4
???????
守口.2
•0 .4 
・0.6 閉鎖持続時間（ms)
一・－k-m ・4・－k-y 『・－l・ll1 ，ー－r-y -p-m ρ－y 
図1アクセント型による促音判断率の差
図lを見ると分かるように、閉鎖持続時間による差の変化は一定していないが、ど
の系列においても、差が0より大きい閉鎖持続時間長もあれば、差が0より小さい閉
鎖持続時間長もある。どちらも全般的な傾向として観察されない。
また、 4.2で記述した公式で算出した促音の判断境界値を従属変数として、帯気性
（有気・無気）×アクセント型（平板・頭高）×後続子音種（／ tんIP/,I k ／）の3
要因分散分析を行ったところ、アクセント型の2水準（平板・頭高）には有意差が見
られなかった。（F=l.285, p >O. 05）。これは、平板型と頭高型のどちらも学習者の促
音知覚を促進するとは言えないこと示唆している。しかし、アクセント型は本研究で
扱っているほかの二つの要因、後続子音種と帯気性との相互作用のもとで、促音の知
覚を促進している可能性もあると考えられる。これについては、また後節で検討して
し、く。
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5.2後続子音種による結果
後続子音種の影響について検討するために、表 1に基づき、アクセント型と帯気性
別に後続子音種による促音判断率の差を同一閉鎖持続時間長ごとに計算し、図2～図4
に示した。
促 60%
やj40% 
断
雲z四
差
0% 
・20%
-40% 
閉鎖持続時間（.，.s)
60% －・回・円、h ・4・酔－Yh －－・円、a ． 圃－ya
図2/1く／と／t／の促音判断率の差
促 GO目
= Eヨ
半IJ40出
断
雲2叫
差
。克
-20% 
-40% 
・60% 閉鎖持続時間（ms〕
・司砂－mh -t酔・yh －『ー－ma ・田ー－ya
図3/tiと／p／の促音判断率の差
???
?
? ， ?
???????
。%
-20% 
-40喝
閉鎖持続時間（ms)
... トーmh yh －喧－ma - ya 
図4/klと／p／の促音判断率の差
後続子音が／k／の場合の促音判断率と後続子音が／t／の場合の促音判断率の差を表
す図2を見ると、「ya」（頭高型の有気音）以外の系列には、その差が0より大きい傾向
が見られるが、明確でないため、どの子音の場合に促音として知覚しやすくなるかは
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断定できない。
しかし、後続子音が／t／の場合の促音判断率と後続子音が／p／の場合の促音判断率
の差を表す図3を見ると、「ma」（頭高型の無気音）を除き、差が0より大きし、傾向が明
らかに見られる。このことから、後続子音が／t／である場合が／p／である場合より、
短い閉鎖持続時間で促音と判断されている傾向があるといえよう。
また、後続子音が／k／の場合の促音判断率と後続子音が／p／の場合の促音判断率の
差を表す図4を見ると分かるように、その差が0より大きいことが全般的な傾向とし
て観察される。これは、後続子音が／k／の場合の促音判断率が後続子音が／p／の場合
のそれより高いことを示しており、後続子音が／k／の場合が後続子音が／p／の場合よ
り、短い閉鎖持続時間で促音と判断されていることを意味している。
総合的に見ると、被験者の促音知覚には後続子音が／k／である場合と／t／である場
合が／p／である場合より有利な条件であることが分かるが、 ／k／と／t／の聞の差は図
だけでは見られない。
5.3後続子音の帯気性による結果
帯気性の影響について検討するために、表lに基づき、アクセント型と後続子音種
別に帯気性による促音判断率の差を同一閉鎖持続時間長ごとに計算し、図5に示した。
0.8 
0.6 
0.2 
。
0.4 
????????
0ー.2
・0.4 
-0.6 閉鎖持続時間（ms)
t-a －ーー－p-a, －ー－t-h由ーF・p-h.，・t-k-a一・－k・h
図5帯気性による促音判断率の差
図5に示しているように、帯気性による促音判断率の差は一貫した傾向がないが、 0
より大きい場合の方が多いように見える。「p頭高」を除き、促音判断率の差がOより
大きいことが全般的傾向と して観察される。この意味で、後続子音が有気音である場
合が無気音である場合より、短い閉鎖持続時間で促音と知覚されているといえるだろ
うが、ある程度アクセント型と後続子音種によって、その差のあり方が変わってくる
と推測できる。
5.4要因聞の相互作用
4.2で記述した公式で算出した促音の判断境界値を従属変数と して、帯気性（有気 ・
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無気）×アクセント型（平板・頭高）×後続子音種 Ut /, IP/, I k ／）の3要因分散
分析を行った。
その結果、帯気性の主効果が見られた（F=27.684, p <O. 01）。それが、有気のほ
うが無気より短い閉鎖持続時間で促音と知覚されている。後続子音種にも主効果がみ
られた（F=20.667, p <O. 01）。それが、後続子音の／k／において、最も短い閉鎖持続
時間で促音と知覚され、次が／t人 ／p／の場合は最も長い閉鎖持続時間で促音と知覚
されている。
また、帯気性×アクセント型（F=5.544, p < 0.05）および後続子音の帯気性×後
続子音種（F=5.818、p<O. 01）のそれぞれに相互作用が見られた。多重比較を行な
った結果を表3～表6にまとめた。また、図6は帯気性とアクセント型の相互作用を
表す図であり、図7帯気性と後続子音種の相互作用を表す図である（図に示している
「推定周辺平均」は判断境界値の平均値を意味する）。
表3～表6と図6、図7を照らし合わせると、以下の結果が得られた。
1）アクセント型要因については、有気の場合、2水準に有意差が見られなかったが、
無気の場合、有意差が見られた（p<O. 05）。頭高型のほうが平板型より、短い閉鎖持
続時間で促音と判断されている。
2）帯気性要因については、どのアクセント型においても、有気のほうが無気よりも、
短い閉鎖持続時間で促音と知覚されている。また、後続子音／p／の場合には有意差が
認められなかったが、 ／t／と／k／の場合において、有意差が認められた（p <O. 05, 
p <O. 01）。有気のほうが無気より短い閉鎖持続時間で促音と知覚されている。
3）後続子音種については、有気の場合、 ／k／とIP/,It Iと／p／の聞にそれぞれ有意
差が見られた。／k／と／t／のほうが／p／より、短い閉鎖持続時間で促音と判断されて
いる。無気の場合、 ／k／と／tん／k／と／p／の聞にそれぞれ有意差が認められた。／k/
のほうが／p／と／t／より、短い閉鎖持続時間で促音と知覚されている。
表3帯気性2水準におけるアクセント型要因の多重比較の結果
（有意水準5%)
帯気性 ｜ アクセントの2水準の差
有気 I p =O. 388 
無気 ｜ pニ0.014 * 
(* p <O. 05) 
表4アクセント型2水準における帯気性要因の多重比較の結果
（有意水準5%)
アクセント型
平板型
頭高型
帯気性の2水準の差
p <O. 01 ＊＊ 
p =O. 04 * 
( * p <O. 05, * * p <O. 01) 
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6.考察
表5後続子音種3水準における帯気性要因の多重比較の結果
（有意水準5%)
後続子音種
/k/ 
/p/ 
/t/ 
帯気性の2水準の差
p =O. 049 
p =O. 615 
＊ 
p<0.01 ** 
(*p<0.05, **p<0.01) 
表6帯気性2水準における後続子音種要因の多重比較の結果
（有意水準5%)
帯気’性 後続子音種の2水準の差
I kl, It I p =O. 358 
有気 /k/,/p/ p <O. 01 ＊＊ 
It/, I vi p <O. 01 ＊＊ 
/k/, I ti p <O. 01 ＊＊ 
鑑気 /k/,/p/ p <O. 01 ＊＊ 
It/, I vi p=l 
(**p<0.01) 
本研究は、中国北方方言話者における促音の知覚について、閉鎖持続時間、アクセ
ント型、後続子音の種類、そして後続子音の帯気性（有気 ・無気）それぞれが促音の
知覚に影響を与えるかどうかについて調査した。
まず、アクセント型については、全てのデータから見ると、平板型と頭高型の聞に
差が認められなかったO しかし、アクセント型と帯気性とが相互作用のもとで、 促音
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知覚に影響を与えている。後続子音が無気音である場合、頭高型のほうが平板型より、
短い閉鎖持続時間で促音だと判断している。このことは、日本語母語話者において、
頭高型を持つテスト語の促音知覚の判断境界が平板型の場合より長いという平田
(1990）・大深（2003）と、日本語母語話者と台湾入学習者とともに、同じ促音判断率
に到達するために、アクセントが平板型の刺激語ではより長い閉鎖持続時聞が必要で、
あるという洪（2012）の研究結果を支持している。一方西端（1993）は日本人母語
話者と中国人学習者の両方において平板型の方が頭高型より短い閉鎖持続時間で促音
だと判断されていると指摘している。しかし、本研究で、はそれと異なった結果が得ら
れた。この相違は刺激材料や実験の手続きなどが、西端（1993）と本研究の実験とは
異なるために生じたものではなし、かと考えられる。また、有気音である場合、平板型
と頭高型の聞に差が見られず、両方ともより短い閉鎖持続時間で促音と知覚されてい
る。これについては、被験者は帯気性を優先的な手がかりにし、無気の場合において
はじめてアクセント型を手がかりとして促音を判断していると考えられる。
次に、後続子音の種類の影響については、 ／k／が後続した場合には、最も短い閉鎖
持続時間で促音が知覚されている。次は／tiであり、 ／p／の場合には、最も長い閉鎖
持続時間で促音だと判断されている。これは、／k／の場合は、It/,IP Iの場合よりも、
短し、閉鎖持続時間で促音が知覚されているとしづ西端（1993）と一部一致しているが、
台湾入学習者は後続子音の影響を受けていないとしづ洪（2012）の結果とは異なる。
この三つの子音の相違については、破裂を伴う無声音である点が3子音に共通してい
るため、調音点の違いがその他の原因となっていると思われる。また、有気・無気が
弁別的特徴として機能する中国語を母語とする学習者の場合、気息の有無や内破性の
強弱などに注目しなければならないと考えられる。朱（1994）によると、日本語の無
声子音の場合、語頭・語中を問わず、調音点が奥にある／k／は調音点が前にある／p/,I 
tiより、 VOT'が長い。IP/,It Iを比べると、 ／t／のほうが若干長い傾向がある。こ
のことから、 VOTの長さは学習者が促音に対する判断に何らかの形で影響を与えてい
るのではなし、かと推測できる。
また、後続子音の帯気性の影響については、有気音のほうが無気音より短い閉鎖持
続時間で促音だと判断されている。また、有気と無気の聞の差は、 ／t／である場合の
ほうがIp/,/k／より遥かに高い。これは、中国語の有気音と無気音の生理的・音響的
特徴に注目しなければ問題の究明にならないと考えられる。朱（1993）によると、中
国語の有気音と無気音の生理的・音響的特徴の相違について、主に呼気流率5、声門上
圧・声門下圧と VOTとの3点から見る必要があるとされている。まず、呼気流率につ
いては、言うまでもなく、有気音呼気流率が無気音を遥かに上回っている。次に、声
門上圧・声門下圧とも有気音のほうが無気音よりやや高くなっている。有気音を調音
4Voice onset time，破裂の時点から母音開始までの区間の長さのことを表現する。
5ある音声の時間軸上の任意の一点を流れる呼気の量を1秒間に使われる呼気の絶対量として示し、そ
の値（ml/sec）を呼気流率と初でする。
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する際、肺からの呼気を強く出して調音器官の閉鎖を突いて開放される。そして、破
裂後もしばらくは強し、呼気が続く。それに対して、無声音は、子音の持続時間に声道
内に呼気を溜めておくために声門上圧が徐々にあがり、破硝刻市からの5齢、呼気もな
いので、圧力が急激に低下する。また、有気音と無気音のVOTは大きな違いがあり、
それは、有気音のほうがVOTが長い。すなわち、生理的特徴から考えると、有気音の
場合、呼気の量が多く、その呼気を強く出して調音器官の閉鎖を突いて開放される。
このような開放があるからこそ、前に閉鎖しているように感じるため、学習者は促音
として知覚しやすい可能性があると考えられる。音響的特徴から考えると、有気音の
VOTが長いため、破裂から母音開始までの無声区聞が長いと官、われる。そのため、後
続する子音の前の閉鎖持続時聞が長く感じることで、促音だと知覚されやすいのでは
ないだろうか。また、 三つの子音の相違については、朱（1994）によると、後続子音
が／a／の場合、語中の／t／における有気・無気の聞の呼気流率の差は語中の／p/,I k I 
より高い。これは、本研究で、 ／t／である場合のほうが、 ／k/,/p／より、促音と知覚
されやすいとし、う子音種間の相違を生じる原因になるのではなし、かと考えられる。
7.終わりに
本研究では中国北方方言母語話者における促音知覚の実態を調査した。まず、閉鎖
持続時問、アクセント型、後続子音の種類と後続子音の帯気性が促音知覚に与える影
響を促音判断率と促音の判断境界値から考察した。その上、後続子音の帯気性とアク
セント型、また、後続子音の帯気性と後続子音種それぞれの相互作用を検討した。
その結果、アクセント型と帯気性とが相互作用のもとで、促音知覚に影響を与えて
しも。後続子音が無気音である場合、頭高型のほうが平板型より、短い閉鎖持続時間
で促音だと判断している。これは、被験者は帯気性を優先的な手がかりにし、無気の
場合においてはじめてアクセント型を手がかりとして促音を判断していることを示唆
している。後続子音の種類の影響については、 ／k／が後続した場合には、最も短い閉
鎖持続時間で促音が知覚されている。次は／t／であり、 ／p／の場合には、最も長い閉
鎖持続時間で促音だと判断されている。また、後続子音の帯気性の影響については、
有気音のほうが無気音より短い閉鎖持続時間で促音だと判断されている。これは、中
国北方方言母語話者にとって有気・無気の違いが弁別的鞘敷として機能しているため
であり、呼気やVOTなどの子音の生理的・音響的特徴から問題を究明できた。
そこで、日本語教育の現場において、中国語話者に促音の指導を行う際、中国語の
有気・無気と日本語の有声・無声に関する背景知識を踏まえて指導法を検討すべきだ
と思われる。
また、今回の実験の刺激音は人工的の組み合わせによって作った音声で、あった。今
後、より自然な音声を作り、刺激語を増やし、さらに広い範囲で後続子音の帯気性が
促音の知覚にどのような影響を与えるかを検討する必要がある。
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